
昭和60年度の就職状況は右の表のごとくである。

この変哲 もない表には、苦労に苦労を重ねて内定を

かちとった者 もいれば、意外にすんな り決った者 も

いて、回想にひたることひとしきりである。

ここではそ うした個別的な ドラマを描 くわけには

いかない。全体を総括 してみたい。

そこでまず言及 したいことは、民間企業の出足が

fall年 にな く早かったことである。夏休み明けには大

勢が決 っていたような印象がある。民間企業の動 き

がこのように速いと、公務員や教員を目指 している

者はよほど確 りした気持でいないと、浮き足立つの

で用心 しなければならない。また、民間企業を希望

している者で内内定を得ていない人に焦 りが生 じる

ので同 じく用心 しなければならない。企業側の動 き

が速いといっても、業種によって、会社によって異

なるので、自分の目指す ところ とよく連絡を とるこ

がとが肝腎である。

会社訪間の順序で相談を うけることがある。どう

い うことか とい うと、自分の本当にいきたいと思 っ

ている会社にいきな り飛び込んだ方がよいのか、そ

れ ともある程度、面接慣れ してから行 く方がよいの

かとい う質問を うけることであるが、それは本人の

性格によるので、一概には答えられないが、要は縁

があるかどうか とい うことだろ う。先方には経験 ?

というこちらにはない武器をもっていることを尊重

しよう。

第 2に相当に難関であると思われるところを、さ

りげな く突破 した者がいるし、新 しい職域を拓いた

者のいることは心強ぃか ぎりである。   |
第3に地方の時代ということで、出身地に職場を

もとめる者が全体の3分の1強 にのぼっている。根

強い傾向である。       |      ,
第 4にマス ●コミ志望 も根強いが、1今 回はテレビ|

放送への就職者が新聞社へのそれを うわまわ らてい

ることが特徴 といえよう。 ‐ |   :
第5に電気産業0情報産業、の就職は相変らず好

調である。理系はもと―ょり、文系にも情報産業の問
戸が大きく開かれていることは喜|ざ

しい。同時に反

省材料もあった:それャネ1)社名に出せないが、ある

会社が数名の者に内内定を出しヽ これた学生側はコ

委員長  大 内   侃
ミットメントしていながら2ヵ 月後にことわるとい

うケースであった。内内定をことわるのはいたしか

たないとしても、おことわりする時期を考えてもら

わなければ、困る。委員長の私が先方に出向いて、

お詫をしてきたが、常識と慎重さを欠く一件であっ

1,71(こ 。    `

ことのついでに、ここで在学生諸君にいっておき

たいことがある。就職が一生の問題であるとはよく

いわれる通 りであるが、一生 とは「 いまJ。 今の連

続 として力強 く築いてい くものであって、鉄道の線

路のように予め敷設 されていない。それ故、誇大妄

想におちいった り、いたずらに悲壮にならずに、素

直に自分をみつめて、自らの志望を見い出 してもら

いたい。

最後に大学院の進学をめざす者が例年になく多い。

昨年は生物圏科学研究科が発足 し、今年春には社会

科学研究科が新設されることがそ うした傾向を生み

出しているのだと思 う。総合科学部の前途は明るい。

いずれに しても諸君、卒業おめで とう。それでは

花も実 もある人生を大事にしてたの しんでらっしゃ

い。

(委 員会の森 利一氏の協力をえた。感謝する。)

2.就職委員会だよリ
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(61. 3 20現 在 )

)は女子で内数

就職‐内定企業名 (公務員・教員を除く)

地域文化 社会文化 情報行動 環境科学 計

卒業者予定数
(13)
34

(14)
29 26 (30)

120

進 学
9

1

公 員務 5
1

0

教 員 2 2
(

企   業 )

自 営 0 0

鉦
ヽ

職
6

地 域 文 社 文 情 報 行 動 科 学 環 境 科 学

タ カ キ ベ ー カ リ ー

エエ 製 作 所

プ

弩鳥 海 製 陶

伊 豫 銀 行

富士通エフ・ アイ・ ピー

中国日本電気ソウトウェァ

富士通第一通信ソフトウェァ

甲
西日本軍気|ィ ζ

卜4,7
本 航 空

日 本 放 送 ‐協 会

毎 放 送

中 国 放 送

都 市 環 境 研 究 所

ホ ー ム イ ン グ

荏 原 製 作 所

興 国 ゴ ム エ 業

中
「昇1.fll行

木 ‐2. 銀 行

香 り|1 相 互 ..銀 ‐行

日本 勧 業 角 丸 証 券

日 本 生 命 保 険

朝 日 生 命 保 険

ヤ ク ル ト 本 社

日 亜 電 子 化 学

日 本 臓 器 製 薬

三 菱 電 機

日 本 電 気 (2)

ソ     ニ     ー

中 国 電 力 (2)

日本 ユ ニ バ ッ ク (2)

す早月
李尋尋イ子::ウ

エア(2)

三菱電機コントロールソフトウェァ

富士通徳島システムエンジニアリング

全 日 本 空
｀

輸‐

両
‐

備  運  輸

広 島 ホ =ム テ レ ビ

申 国 新 聞 社

日本 テ ル ペ ン 化 学

小 西 六 写 真 工 業

フ  マ  キ  ラ ー

熊 平 製 作 所

ダ

三 洋 電 機

廣 島 銀 行

日 本 タ イ ム シ ェ ア

ア ジ ア 航 測

菱 明 技 研
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就職内定1公務員:・ 教員1名

文域地 化社
△

文 情 報 行 動 科 学 学科環 境

(公  務  員 )

岡 山 県 (上 級 )

愛 媛 県 (上 級 )

広 島 市 (上 級 )

呉 市 (上 級 )

(教     員 )

山 口県 (高 ・ 国 )

岡 山 県 (高 ・ 英 )

山 形 県 (中 ・ 国 )

滋 賀 県 (高 0英
)

(公   務  員 )

裁 判 所 (中 級 )

広 島 県 (上 級 )2

大 阪 府 (上 級 )

香 川 県 (上 級 )

(教     員 )

岡 山 県 (中 0社
)

兵 庫 県 (高 0社
)

(公  務  員 )

国家公務員 (Ⅱ 種 )

(教     員 )

広 島 県 (中 ・ 数 )

広 島 市 (中 0数
)

大 分 県 (中 0数
)

(教     員 )

広 島 県 (高・ 数 )

佐 賀 県 (高 0理
)

大学院修了予定者就職内定先調
(企     業 )

富 士 通 (2)

松 下 電 器 産 業

日 本 農 薬

武 田 製 薬

大 手 開 発

広 島 県 民 セ ン タ 」

ぎ河

三 洋 電 機

中国日本電気ソフトウェア

東  和  化  学

三 井 東 圧 化 学

荒谷建設コンサルタント

住 友 特 殊 金 属

持  田  製  薬

大 鵬 薬 品 工 業

マ  ツ  ダ (2)

中電技術コンサルタント

日 本 放 送 協 会

(公  務  員 )

広 島 県 (林 務 部 )

広島市現代美術館(学芸員)

(教     員 )

は                 (動 )

広 島 県 (中 ・ 理 )

静 岡 県 (高・ 数 )

○印 地域研究研究科 無印 環境科学研究科

マスコミ志望論極私的

「― 作家かジャーナリスト」。

小学卒業時の文集に、将来就きたい職業として私

はこう記している。マスコミ (毎 日放送)に就職が

決まったというのも、この時の夢のひとつが実現し

たというだけのことで、逆に言えば意外性ゼロ、な

るべくしてなったというお話。父親が中国新聞に勤

め、兄貴が一昨年朝日新聞入社を果たしたという特

異な家庭環境に育って来たものですから、ごく普通

のマスコミ志望の方には拙文は余 り役に立たないか

も知れません。念のため。

地域文化コース4年 大 牟 田  聡

面のみで捉えるという厚顔無恥な部分が要るんです

よワ )。 総科を選んだのも本来の目的であった (は

ずの)比較文学に留まらず、国際政治や経済、ひい

ては心理学や環境問題に至るまで、幅広い視野を得

んがためでぁった (結果は別としても)。

とにかく貪欲であること。学生の特権はふんだん

にある (はずの)時間を心おきなく浪費することに

尽きる。サイクリング部に入部し、三年間全国各地

をキャンプしてまわったことも、映画を年間百本以

上観たことも、はたまたRCCの DJコ ンテス トで

小さい時から、本と原稿用紙に埋もれて育った私  入賞 し、 ミニFMで半年近 くD」 をやったことも、

はやたら好奇心旺盛で知的関心領域が広かった (早  結果的には全て良き経験 として蓄積されたように思

い話が発想が野次馬的で、飽きっぼい性格だったと  う。しかもそれぞれが無意識の内にマスコミに近づ

いうこと一―マスコミ志望者には、自分を全て良い  く手段となっていた。映像への関心、アナウンス技
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術への自信は もとより、
.自

転車によるツーリングま

でが体力面の充実 と共に、生まれ育 った広島を脱出

しての広い見聞を可能に したとい う意味で、非常に

重要な意義を私に与えてくれたからだ。面接の際も、

このことが話題 とな り、評価の対象になったように

思 う。

一―ここまで書いて来て、やは り「極私的」だなあ

と思 う。単に自分の場合、生活 と手段が合致 してい

たとい うだけのこと。まあ多かれ少なかれマスコミ

志向の人間には必要なことだと思 うけど、あ とは各

人で考えて下 さいな。

とい うわけで、いきな り実践編。まず自分の適性

と相談すること。マスコ ミは華やかだなんて誤解で

憧れた りしないように。表面に出て来るのはほんの

小指の爪の先ほどで、大多数は地味で、 しか も仕事

は厳 しく、若い内は人間の生活をさせて くれない。

休みなんてあ りゃしないんだか ら。父親 と兄貴の仕

事ぶ り見てて、ほんとそ う思 う。冷静に自分の生 き

方を選択 しませ う。

それで もマスコミを志望する人へ。必要な もの、

まず自信過剰。 といっても滅多やたら自信があれば

いいというものでもない。入ってから何が したいか、

それは どうしてか。今の新聞 (放送)には何が足 り

ないのか、それではどうすることが望ましい在 り方

なのか。 じっくり考え、できれば文章化 してお くこ

と。そ して自分がどういった面でその会社に役立つ

のかを十三分に意識すること。実際、こうした考え

方を深めてお くと、他の受験者がアホに見える。三

社受ける内にいろんな他大学の志望者 と話を したが、

おっとなかなか鋭い、と思わせたのは、番組製作志

望の早大出身の奴だけだ った (尚、彼もまた同 じく

毎 日放送に入社が決 まっている)。 とい うことで、

TBSを 落ちた時 も、「 この俺のどこが不満なんだ

このヤ ロー」 と悔 しさが先に立ち、「見る目のない

奴らだ」とバカにしてぃた (も っともこの自信過dll

も受験期のみ有効、みんな本当は手強いんだよ)。

次に必要なもの、自己顕示欲。といってもTVカ
メラにピースすればいいといぅものではない。自分

の考え方、主張を何とか他人に伝えたいとぃう執念

みたいなもの。一方で自己表現だけでなく共同作業
への対応能力も要求される。

以上二点を踏まえた上で、受験する対象もせいぜ

い三～四社に絞っておく。ぁゎょくば一―で数多く

受験するのは、志望理由が曖味になるし、まず採用

っ ク リ

フロ7-千キレ77-に  '■71/と t馘

“
に3r

はないと考えて良い。ここしかない、という意気込

みさえあれば、五十倍、百倍の競争率も怖 くない。

う―む、支離滅裂なうちに紙面が尽きてしまった。

要は学生時代を有意義に浪費すること、絶対マスコ

ミヘ行くんだという決意の固さ。放送でいえばキー

局、準キー局は地方大学生には不利だけど、不可能

じゃあ りません。偉そうなこと書いて来たけど、自

分にとって本番は入社 してから。採用されることを

最終目標にしたい人はマスコミに向いていません。

てなわけであとは自分でや りましょう。健闘を祈 り

ます。ではまた。

「ハウ 0ツウ・マスコミ」

不自然な自己宣伝は嫌いでぁる。よらて「合格体
験記」の例は嫌いである。就職なんてつきつめれば

人生観の問題。他人にとやかく言われる筋合いのも

のではない。自分で考えれば良いのだ。

自分で考えた末、私はジャーナリス トになりたい

と思った。あとは試験という目標があり、成算と打

社会文化コース4年 H .H 生

算があ り、そして努カ ー 味気ないものだが、そん

な図式が成 り立つ。ここで、はたと困った。何から

手を付ければ良いのだ。周囲に相談できる人は居な

い。仕方なく、早稲田の友人に話を聞いた り、新聞

社に入社された先輩を訪ねたり、果てはマスコミ受

験塾なるものを取材 した りもした。その結果がこの
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文章である。マスコーミ (特に新聞社、通信社)に進

みたい人にとっての、一つの手がかりとなれば幸い

である。        .
(筆記試験対策〉

新聞をすみずみまで読む。最初はみっちり三時間

はかかる。読むべき記事の取捨選択が出来るように

なれば、30分 で読める。『現代用語の基礎知識』は

必携。「 日経」を読む必要はない (日 経に行きたい

人はともか く。)『朝 日キーワー ド』はお勧め。

「人民朝日」の書くことが全部正しい訳ではないが、

この本が頭に入っていれば筆記で六害Jは固い。『新

聞ダイジ.ス ト』|も 直前の知識整理には便利。プラ

ス、
谷鷲員群

の教毒分
野用問題集をやれば完璧。

漢字ヽ故事成語なども、何か問題集を。意外に知

らないものだ。

〈作文〉

とにかく書くしかない。書いたら、親、兄弟、友

人、家庭教師先の子供など色々な人に読んでもらう。

高校生の批判は重要。彼等に受ければ、大丈夫、誰

にでもうける。金はかかるが、「早稲田マスコミセ

ミナー」の通信添削もある。これは現役のベテラン

記者が講師をしており信頼できる。

作文のネタは読書量が物を言 う。私は、ハルバー

スタム、斎藤茂男、松浦総三などジャーナリス トの

書いた本を三、四十冊位読んだ。野坂昭如のエッセ

イなど、ジャーナリスト・ アイの最たるもの。向田

邦子、開高健の文章はいい手本になる。

何千人の受験者の中にあって、日を引こうと言 う

のだから、独創的な視点が要求される。私は「政治」

なんて題が出ても、 タラシック音楽 と結びつけた内

容を書いた りしていた。

作文上達には半年はかかる。念のため。

〈英語〉

英語は得意だ と思っているあなた、試 しに「 TI
ME」 を読んでみなさい。読めないで しょう。実力

不足を悟 ったら勉強する しかない。勉強法は各人各

様。『英字新聞・ 単語倍増法』 (朝 日イブニング 0

ニュース社)はお勧め。『新聞 ダイジェネ ト』に載

る朝 日新聞社説の英訳は、英作文に使える。

〈面接〉

言葉がまずなければ情熱も伝わらないのではない

か。なに しろ面接時間はせいぜ い15分。 しか も、

「実年」世代 と話す ことに私達は慣れていない。

一般企業の会社訪間は、ただで面接の練習をさせ

て くれる貴重な機会。不謹慎か も知れないが、利用

させてもらうのも手であろう。

〈その他〉

採用のシステム等については『マスコミ就職読本』

(創 出版)が役に立つ。内容の正確 さについては、

某新聞社の人事部長のお墨付き。

最後に一つ。マスコミに行きたいと思ったら、現

場の人々の話をなるべ く聞いて欲 しい。 レディース・

コミック誌に出て くるような、おちゃらけた雰囲気

はどこにもないことがよく分る。マスコミ関係者の

平均寿命は、他の職業の人々より10才以上短いとい

うのが定説である。健闘を祈 ります。

『 飛 翔 』 委 員 大 募 集 ::

『飛翔』の勧誘である。入ってほしい。人数がたりん。さしあたって言いたいのはこれだけ

である。これだけで入れというのも無理だから、ひと言だけ言ぅておけば、「『飛翅』は教官、

学生が一緒になって作る」という点である。ここに可能性を見いだすのは君だよ、君。

というのが現在の『飛躍』委員の切実な声なのです。だから、新入生の皆さん、編集をやっ

たことのない人でも、書くことに自信のない人でもちょっと関心をもっているならば充分やっ

ていけますので、是非入って下さい。強制のあるものではありません。ちなみにイラス トや写

真だけをや りたい方も歓迎します。自己満足の世界に浸 りたい人にはうってうけです。

さらに、自由投稿は歓迎 します。原稿 0イ ラスト・表紙・写真、なんでも結構です。総科に

もの申す、などの過激な原稿は『飛翔』委員が泣いて喜びます。厚生補導係または、編集委員

までお届け下さい。
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3.シ リ
｀
一ズ「数字」その 6

111・ 47・ 28・ 30・ 26・ 59 … これが何の数字

かお分か りだろ うか ?こ れは総合科学部の新館及び、

自然科学棟の廊下・ 教室に貼 ってあるビラ・ 掲示物

の各階 ごとの枚数である。 (2月 8日 調査)合計す

ると301枚 となる。現在は、ビラの旬 ともいえる ク

ラブ勧誘期ではないため、 4、 5月 と比べると三分

の一 くらいではないだろ うか。それでも数えるのに

一時間 くらいはかか ったのであるから、この取材が

2月 であったことに私はほっとしている。 ビラの内

容は とい うと、補講通知、休講通知を始め として、

少ないけれ どサークルの ビラ、みなさん御存知の
｀
鳩が入 りますので退出の際には窓を閉めて下さい。ケ

の ビラ等、公的な文書か ら全 く身内の通信 まで、

あらゆる範囲に及んでいるのである。

中でも、現在はチラホラ程度のサークルのビラも

いざ貼 り付けて回るとなると仲々大変である。今回

唯一 といってもよい某サークルの ビラなどは、廊下、

階段は言 うに及ばず、男女それぞれの トイレの中ま

で貼 ってあったのには驚いた。 もちろん、貼 り付け

が大変であれば、当然はがすのも一苦労で、原則 と

して、廊下、階段等に貼 ってあるビラは、厚生補導

係の人に見つか りしだい、手あた りしだいはがされ

る運命にあるそ うなのである。 4、 5月 の廃棄処分

となるビラの量 となるや ものす ごいものであ り、は

いでもはいでも、貼 りつける、 とまるでイタチごっ

こなのである。

しか し、それだけ苦労 とい うか、手間をかけられ

1

編  集  部
ているビラも、果た して、どれだけの効果があるの

だろ うか。確かに、掲示板に貼 ってある、公の通信

の手段 としては、かな り有効なものではある。 とこ

ろが、それでも奨学金の手続きが遅れた り、休講を

知らずに教室で待 っている、とい うことは充分あ り

得るのである。 (注.冒頭の数字には掲示板の掲示

物は含まれておらず、その数は 131枚 であった。 )

となると、例えば、サークルの部員募集のビラなど、

ほとんど期待薄ではないのか。わざわざ自分の入 り

たいサークルを探 しに新入生が階段の踊 り場に足を

運ぶなどとは思えない し、似た りよった りの ビラが

所狭 しと並んでいるのを見て、 うんざりした人 も少

な くないだろ う。そ うすると、サークルの ビラなど

は、紙のムダ使い、景観を損 うものであ り、貼 り付

けた当人以外にとっては不要なものなのかもしれな

い … …。

しか し………思いきり気のきいた ビラ、思わず笑

いがこばれるような内容、 (私は今まで 1枚 も見た

ことがないけれ ど)の ビラがあった として、本来の

役割からは逸脱 しているかもしれないが、そのビラ

の存在価値は充分ではないだろ うか。例えば、サー

クル入会期を逸 して しまった 1年生が、興味のある

サークルを、ビラの群れの中で見つけだすことがで

きれば、それがたった 1人であっても、それでたぶ

ん、充分なのではないだろ うか。

役割をきちんとこな している通信 ビラよりも、す

ぐにひっぺがされるビラの方が哀愁が漂 って、ほっ

として しまうのは、たぶん私だけなんだろ うな。

(文責 小笠原 弘明)

03
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シリーズ「 海外」

人類学にとって調査は自然科学における実験のよ

うなもので、この10年の間、約 2年に一度の割で ミ

クロネシアに旅行 している。この地域に対する私の

関心は全 く人類学的なもので、とくに近代の歴史に

関わるものではない。 しか しなが ら、元の 日本領

(委任統治領)であった とい う歴史的な背景か ら、

調査の度に多かれ少なかれ ミクロネシアと日本 との

関わ りを考えさせられた。昨年訪れたマーシャルで

も、調査に協力 して くれた人々や、偶然に出会 った

人の中には、調査に追われる生活にもかかわ らず、

気にかかる人が少な くなかった。

その一人はカナメさん。がっしりした体格で、陰

欝なとしか言いようのない厳 しい表情の、全体にな

にか重いものを引き櫂っている印象の人である。 日

本語が うまい。マーシャルに進出 した 日系企業に工

場長のような立場で勤めていて、 日中は忙 しく、夕

方や 日曜の休息の時間を私のためにさいて くれた。

父親は 日本人とい う。 しか しお父さんはマーシャル

語もよくできた人で、日本人の少ない離島ウォッチェ

に住んでいた とい うから、カナメさんが 日本人の間

で育 った とい う訳ではない。 日本の統治は 日本語で

の現地人教育を重視 し、学校制度 もよく整備されて

いた。彼は公学校 (3年制)、 補修科 (2年制)を

出、さらにパラオの木工徒弟養成所に学ぶ とい う、

社会文化コース助教授 清 水 昭 俊

ミクロネシア人に許された最良の教育を受けている。

しか しこのエ リー トコース出の人でさえ、 日本語の

読み書 きのできる人は極 く例外的に しかいない。カ

ナメさんは、私は 日本人であることに誇 りを持 って

いる、 日本のことや戦争のことを勉強 しているんで

す云々と、会社を通 して毎月手にいれているとい う

『文芸春秋』や阿川弘之の『暗い波濤』の文庫本な

どをみせて、私を驚かせた。彼の日本語が、大人に

なってからの努力の賜であることが窺える話である。

分厚い 2冊の文庫本に収められたこの長編は、表

題の通 り、決 して読んで楽 しい小説ではない。その

最後の方に、ヤルー トを舞台 とした 1章がある。 カ

ナ メさんの戦争体験は丁度 この章で描かれている、

籠城 日本軍 と現地人 との葛藤に重なるものであった

らしい。 ミッドウェーで手痛い打撃を受けた 日本軍

は、拡張か ら防衛べ と戦術を変え、絶対国防圏なる

構想で体制を立て直そ うとする。マーシャルはその

東方の最前線 と位置づけられ、特にカナメさんのい

た ウォッチ ェのほか、 ミレ、ヤルー ト、 クワジェリ

ンが要塞化された。 しか し米軍は、設備の比較的手

薄だったクフジェリンを攻略 し、マジュロに無血上

陸 して、両環礁をカロリン・ マ リアナに進出する拠

点 とした。米軍に素通 りされた形のウォッチ ェ、 ミ

レ、ヤルー トの 日本軍は、敗戦 まで籠城を余儀な く

される。この日本軍にとっての最大の敵は、空襲や

艦砲射撃をかけてくる米軍 とともに、飢えであった。

元々植生の貧弱な、その うえ爆撃で徹底的に破壊 さ

れた環礁の小島に、現地人に数倍する日本人が立て

籠 もったのである。補給を断たれた 日本人にとって

は、生 きる術を知っている現地人の確保 と使役が死

活問題だった。小説は 日米両軍の間の現地人掌握争

いの悲惨を描いている。カナメさんのお父さんの立

場がどのようなものだったのか、詳 しいことは分 ら

ない。 日本人 とはいえ、民間人で、妻は土地の人。

日本軍 とは距離を置いていたように思われる。カナ

メさん親子は夜闇に乗 じて、飢えと爆撃に悩まされ

るウォッチェを脱出する。まる 1日 海上を漂 う間に

米軍に「捕 まって」、既に米軍基地 となっていたマ

ジュロに連れて来られる。父親はさらにどこかへ と

マーシャルで出合った人々

クワジェリン基地(背後)か ら帰宅するイバイ島の労働者たち
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連れ去 られ、それ以後カナメさんが父親に会 うこと

はなか った。後に、お父さんはハワイに連れて行か

れ、終戦時にサイバ ンで亡 くなったことを知 った と

い う6

残されたカナ メさんは母親をかかえて、独力で生

きて行かなければならなかった。所は「敵地」のマ

ジュロ。最初は米軍の修理工場で工員を した。英語

は全 く分らなかったが 一 とい うより習 う気がなかっ

たのではないか と思 う 一 、 日本人だか らと馬鹿に

された くな くて、夢中で働いた。それを認めてくれ

たのだろ う、英語の分る工員長などと同 じ給料を く

れた、 とい う。

その後のカナメさんの生活については、詳 しいこ

とは聞いていない。軍政が終 り、米軍の関心が軍用

｀、ン
 董二‡124二 r二 多

`:二

慮;)T勇 こ再掌

`辱

抗心をかきたてる条件も減って行った と思われるが、

カォメさんは 日本人 としての気を張 り続けた。やが

て進出 して来た 日系企業は、彼にとって良い働き場

であったに違いない。 しか し日系企業にとってはカ

ナメさんは 日本語のよくできる便利な現地人に過 ぎ

ず、阿川弘之を読む能力まで必要 としている訳では

ない。マジュロでは生活に必要なものは全て現金で

買わねばならず、カナメさんの家 も粗末なあばらや

であった。         ■ :■ | :「 |:「

「私は大和魂を信じています」というカナメさん

はまた、|んな話もしてくれた。■ジュロに連れて

来られて間もなく、補給7//」資を積んだ大きな貨物船
がマジュロ環礁の内海に入った。運んで来た補給食

糧のほんの一部に傷んでいるものが見つかった。米

軍は貨物船の荷を全部はじけに積み替え、外海に曳

き出すと、はしけごと沈めてしまった。 しかし逆風

に押し流されて、大量の缶詰が浜に流れ着き、マジュ

ロの人々は争ってそれを拾い、「私も随分拾ぅて食
べた。それがおいしいんです。私はがっか りしてし

まって。ウォッチェでは日本人が皆んな飢えていた

というのに6ア メリカにはとてもかなわないと思い

ました。」カナメさんは結局、マーシャルにも日本

にも、ましてアメリカにも自己を帰属させることが

できなかった。マーシャルの人には珍 しい彼の沈欝

は、半生を彩った厳しい感情を押し殺した表情であっ

たのに違いない。

マジュロ随一の洋洒な建物にはいっているアレレ

博物館には、ヤルー トの終戦処理を伝える何葉かの

写真が展示されている。日米双方の将校の最初の出

会いらしい場面では、若い日本の将校が、ネクタイ、

長袖の厚手の軍服、ゲー トル、軍靴、帯刀の正装で、

姿勢正 しく敬礼 して相手を迎えている。その後には

徒兵 らしい兵士を伴 っているが、彼の方は半袖開襟

シャツ、腰から縦に吊った軍刀、ゴムの長靴。帽子

の両脇からは厚 さよけの手拭いを下げている。将校

の方が気弱いともみえる軟 らかい表情であるのに対

し、この徒兵の方は上体をそらせ、両足を幾分拡げ、

敬礼の手 も指が開いていて、撫然たる顔の表情。全

体にいかにも敗残兵の印象。この 2人に迎えられて

いる米軍の将校の方は全 くの丸腰で、半袖の開襟 シャ

ツ姿。階段を上 りつつ返礼 しているのか、片膝を上

げ、左手にパイプを持ち、右手で軽 く敬礼 してしヽる。

形式をはず した気楽さがでている。写真はその場面

しか伝えは しない。 しか し事 ここに到った過程や彼

らの心情に思いをはせ させるものではあった。

もう一人、こちらはむ しろ気にかけさせられたの

がア レックである。マジュロに着いて間 もないある

日、路上で「 コシャェゃポナペに行 った 日本人が来

ているとい う話を聞きましたが、あんた知 りません

かJと 日本語で声をかけられたのが発端だった。

「けまり」で遊ぶアルノの人々

彼はコシャエの出身。私は沢山の言葉ができると

い う。 コシャエ語、ポナペ語、 日本語、沖縄語、英

語、マーシャル語、 トラック語、ヤ ッフ語、パラオ

語、モル トロッタ語、 ピンガラップ語、モキル語、

ガチ ック語、カピンガマランギ語、サイパンの言葉、

ナウル語、ギルバー ト語。まるで ミクロネシアの言

葉を リス トアップするような調子で数え挙げる。片

言だけでも知っている言語を列挙 したとも疑 うこと

ができるが、一体にコシャエの人は外国語の習得に

す ぐれてお り、例えば老若を問わずポナペ語のでき

る人が多 くて、コシャエ語を知 らない私でも全 く不
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自由しなかった経験があるので、アレックの自慢を

そのまま受け取ることにした。

何故こんなに外国語ができるのかといえば、その

経歴がまたすごい。コシャ上で公学校、ポナペで補

修科、パラウで「木工」を出たあと、サイパン、日

本の学校で計 3年強学び、再びパラウに戻って南洋

庁に 1年半勤めた。その後ようやくコシャエに帰 り、

公学校で 3年、日本人子弟の通 う小学校で 2年、先

生をやった。戦争が終 り、日本人が全て引き揚げ、

身に着けた日本語が役に立たなくなって職を失った。

コシャエを出てクフジェリンに流れ着き、米軍基地

で長年メカニックをやった。マーシャルの若い女と

一緒になり、マジュロに移って来て、今はナウルの

会社の夜警をしているという。

自分の来 し方を語るその表情にはどこか落塊の趣

があり、遠 くを見るような目で「あ 、ゝ日本が戦争

に勝っていたらねえ」という。私はそれを、自分の

人生はもっと幸せだったはずだとの慨嘆と聞いたも

そして再び、自己の人生を大国の間の歴史に翻弄さ

れるものとしてしか描くことのできない弱小の民の

悲しみを思った。暗い波濤にもまれたのは若い日本

人士官ばか りではない。

二度目か三度目に遊びに来た時、彼はいい出しに

くそうにきりだした。まだ小さい子供にはいい教育

をさせてや りたいとミッション●スクールにやって

いる、公立なら費用はいらないのだが、給食費を40

ドル、明朝までに払わねばならぬ、12ド ルが足 りな

い、貸してくれないか。こういう類の話には、相手

が日本人でも首をかしげるところだが、金額が大し

たものではなかったのと、子供の教育にかこつけて

の無心だったことから、貸すことにした。

その後何度か彼は遊びにき、その都度、金は必ず

返すといっていたが、私の出発の日が近づくにつれ

姿を見せなくなった。たまりかねて彼の働いている

会社を訪ね、催促の手紙を置いてきたりしたのだが、

とうとう彼は姿を現わさなかった。出発の日、飛行

場でたまたまコシャエ人の係官と雑談した。アレッ

クの妻はまだ若いとの私の話に彼は、アレックの奴、

また女をとりかえたか、と驚いていた。また、マー

シャルの次に訪れたコシャエでは、アレックは小学

校の先生なんか じゃなかった、あれがしていたのは

日本人の先生の小使い、とも聞いた。しかし私は今

でも、「 日本が戦争に勝っていたらねえ」という彼

の言を歎きの声だったと思っている。

ナイロビでの学生生活雑感

「 アフリヵを体験 しているのですね。」と言われ

たことがある。しかしアフリカ大陸は広い。まだケ

ニアとタンザニアの一部を垣間見た程度で、飢餓な

どの実態も日にしていない。          .
1985年 の4月 に、ケニアの首都ナイロビにある日

本=ア フリカ文化交流学院の19期生として、この地

にやって来たcそ して、4ヶ 月余の学院その他での

研修を終え、9月 からケニア、タンザニア各地を訪

れた。年末年始をナイロビに戻って過ごした後、再

び辺地へのサファリ (旅行)にで、3月 には帰国の

予定である。

学院は1975年 に、日本人に東アフリカの共通語で

あるスワヒリ語や英語、アフリカ事情などを習得す

る機会及びアフリカで生活する機会を与えるため星

野芳樹・ 巴夫妻によって開設された。毎年4月 (前

期)と 9月 (後期)に 日本から男女 6名・ 計12名 ず

つ学生を受け入れており、現在は20期生が学んでい

る。学生の年齢、学歴、職歴が多岐にわたっている

地域文化コース3年 古 ′‖ 哲  史

のが特色でもあり、19期生の場合は大学生から30代

後半の「社会人学生」と言うべき人まで20歳近く年

齢差があった。応募の動機も大学の卒業論文制作や

実地での見聞、当地で仕事をする準備、野生動物へ

の関心、アフリカの音楽が聞きたくてといったもの

まで、各人まちまちであった。

研修期間は 4～ 5ヶ 月であるが、各期とも3学期

に分けられている。一学期と三学期は学院で学ぶ。

二学期は前記の学生は近くのミッション系の語学学

校へ編入し、後期の学生は研究所の機能も備える国

立博物館での研修となっている。卒業式当日には学

生自らが制作したスワヒリ語劇を演 じることが習わ

しとなっている。

一学期は講義は午前中だけであるが、ケニア人、

イギリス人、日本人の講師から、語学をはじめアフ

リカの芸術に至るまで多くのことを教わった。二学

期は語学学校に6週間通うもっともつらい時期であっ

た。主にヨーロッパを中心とした各国から来ている
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人達 と、朝から夕方まで机を並べてのスワヒリ語の

研修である。外国人に混 じって勉強するとい う初め

ての体験であ り、彼 らの積極的に質問する態度や講

義内容に対する不満を講師に遠慮な くぶ っつけると

いった態度に、 目を丸 くさせ られた こともあった。

三学期はナイロビ大学か らの講師やケニアの文化人

によるアフ リカの政治や歴史、文学などの講義があ

り、それにスワヒリ語劇の準備が加わ り少々忙 しい

時期 となった。 この期の講義はすべて英語で行なわ

れたので全 く理解できないまま終わった講義 もい く

つかあった。また、講義後の各人の内容把握が全 く

違 ってお り、皆で大笑い したこともあった。

ナイロビの国際会議場周辺

卒業式に演ずるスワヒリ語劇は、学院生活の集大成

ともい うべ きものである。内容についてはこれまで

のところ「夕鶴Jな ど日本の昔話 し的なものの脚色

が多 く、脚本から衣裳まで学生の手で制作され、学

院のポーチを舞台に公演 され る。19期 生の場合は

「わらしべ長者Jの話にカメレオンを登場 させるな

ど大幅に手を加えたものを、 200人程度の観衆の前

で演 じた。演劇に関 しては全 くの素人集団が、覚え

たてのスワヒリ語で 1時間近 くも演技するので、不

安 と緊張の連続であった。 しか し無事に終えること

ができ評半」も割合に良かったので、その喜びと解放

感は格別のものがあった。卒業式の後は農村での数

日間のホームスティが用意されていた。 これは週末

に学院の車に分乗 して各地へ出かける遠足 とともに、

地方の生活を学ぶ課外的な活動の一環 として有益な

ものであった。

学院在学中は全員が寮生活であるが、東アフリカ

の玄関 と言われるナイロビでは気候 も快適であるう

え、ほとんど物に不自由することがないため、生活

面で困る.よ うなことはなからiたもまた、外出して各

自いろんな体験を しろとの配慮からか、カリキュラ

ムが余裕を持って組まれてお り、自由に行動するこ

とが最大限認められていた。このおかげで、行きず

りの旅行者でもなく、かと言って仕事を持っている

わけでもない、いわば当地では日本での学生生活と

は違った意味での中途半端な存在になり得たのであ

るが、私にとってこの体験は貴重なものであったよ

うに思う。学院在学中から様々な人と出会えたのも、

そのような立場に置かれたからである。 日本人だけ

でも、企業の駐在員や研究者からリュックを背負っ

た放浪的旅行者まで様々である。各人の立場にもと

づいたアフリカ観や各地の興味深い話を聞かせても

らうことができた。

学生を過密なカリキュラムで縛 りつけず自由に行

動させてくれる学院の寛容さは、幅広い講師陣を招

いてくれるとともに、日本の教育の現状と比べて特

筆する価値があり、アフリカの地では貴重なものの

ように思う。さらに、学院には日本語を学びたいと

いう外国人のために、日本語を学びたいという外国

人のために、日本語講座などが設けられていること

も、文化交流という観点から付け加えておきたい。

ケニアに来たのは「アフリカはおもしろいそうだ。」

とか「アフリカを知 りたい。Jと いう漠然とした気

持からであった。しかし当地に来て一番衝撃を受け

たのは、在留邦人の様々な生き方であった。日本で

大学という狭い枠の中で生活していた私には、想像

もできなかったような日本人がごろごろしている。

特にアフリカの自然とか現地人との係わ りという点

においてである。海外に出ると日本のことがよくわ

かると多くの人が言っているが、この言葉が実感さ

れた。
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一方、当地に一年近 く滞在 したいま、少 しはアフ リ

カがわかるようになったか と言えばそ うとも言い難

い。私のアフリカに対するイメージはますます混沌

としてきた ように思 う。それは、この大陸か ら「 ア

フリカ」 とい う一つの言葉で捉えることのできない

ほど広大で多様すぎるためなのか、 日本で抱いてい

た「 アフリカ」に対するイメージがあま りに偏 った

ものであったためなのか、それ とも短期間にもかか

わらず当地で受ける刺激があま りにも強烈すぎるた

めなのか。おそらくは、それ らすべてからくるもの

なのであろ う。

今後アフリカとどう係わってゆ くか、いやアフ リ

カと係わってゆ くかどうかさえわからない。 しか し、

今回の学院生活をは じめ、各地への旅での数 々の体

験、そ して当地の 日本人やアフリカ人から教わった

ことを、日本へ帰ってか らも何 らかの形で活か した

いとは思 う。

(お ことわ り=こ れは京都市の『創造的市民』に

求められた原稿の一部に加筆 したものである。 )
ψ

I卒 業 論 文

5日 特別研究論文題目紹介

日本アフリカ文化交流学院まえでの筆者

氏 名 論 文 題 目 名

地 域 文 化 舟 津  洋 良

小 幡  信 州

岸   泰 弘

小 林  信 之

田 野 口 二 郎

寺 岡 喜 久 男

野 中  喜 雄

伊 藤  利 浩

入 江  伸 子

大 牟 田  聡

岡 崎 美 和 子

小 笠 原 成 章

尾 崎 祈 美 子

小 田  貴 之

角 井  英 明

神 野   滋

神 田  哲 也

菊 地   廣

漱石「大學論Jについて 一 そのモチーフと方法 ―

自由/民衆/ナ チス ー なぜナチスは出現することができたのか =
エーリッヒ・ ケス トナー「飛ぶ教室Jについて

ハイデッガーの存在論に基づく言語・非言語の考究

桃太郎噺の成立と変化

愛媛県における柑橘農業地域

ブルースの歴史 ――黒人文化としてのブルース ー

嘉村儀多小論 二 作品構造を中心に 一

メキンコ・ グァグルーペ聖母に関する一考察

問題としての大江健三郎

色彩語についての研究

恐怖の系譜 ― 怪奇文学・伝承の流れ ―

長谷川テル研究試論 ― 中国革命烈士の虚像と実像 ―

フンボル ト研究

報道写真研究

マルティン・ハイデッガー研究 ―「WaS iSt Metaphysik?」 (「形而上学とは何か」)一

マ レーシァにおけるネーション・ビルディングと華人問題 -5月 13日 事件を通 して一

タイにおける経済開発と農村の変化
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ヽ

V

コ  ー
｀ ス 氏   名 論 ‐文  題  目 名

地 域 文 化 嶋 田 奈 穂 子

清 水  律 子

杉 本  喜 信

高 崎  雅 人

武 智  公 博

時 広  和 美

時 本  素 子

西 田  由 美

野 原  尚 美

藤 土  千 浩

松 井  健 史

南   裕 子

村 田   睦

森 川  仲 江

安 田  直 紀

山 本  信 介

吉 永  文 路

肥後における加藤清正の土木治水事業    ■・

象徴としての芸術‐‐ その視覚形態への投影 ‐         ‐

東南アジアーの都市に関する考察   ′
・  ■       ‐

インドのカース トラシキングをめぐる一考察

風景論      :    .
セツルメント運動におけるジ■―ン,ア ダムズ         ■ '

アメリカ女性の管理職における光と影    ‐              ‐

サン=テ グジヨペ リにおけるきずな     .

前工業化イングランドにおける子供観.         ‐     ‐

生きにくさ 一 分布の記述 一

:高度技術をめぐる貿易紛争 一 日米通信摩擦 ― :         :

The I)ispute in High technology― The US― Japan EconOmlc Friction in Tele―

∞mmunications ―

「 自己存在」について

在韓被爆者問題の現状と問題点に関する一考察  ・

谷崎潤一郎研究 ― 「細雪」の世界とその魅カ ー

モダン●ジキズ考察

ハイデガーにおけるDaselnについて

マザー ●グース研究

社 会 文 化 奥 田  浩 典

久 保 木 瑞 穂

山 口 広 幸

東   俊 介

石 野  幸 彦

井 上  敦 司

植 木  章 夫

浦 川 美 代 子

江 種  宏 泰

大 木  哲 也

大 友   真

岡 林  敏 隆

國 生  俊 朗

坂 井  克 彦

谷 口 秀 隆

田 村   茂

塚 崎  耕 治

土 谷  英 樹

中 江  広 徳

中 畑  裕 一

中 村   薫

中 村  昭 一

永 井  庸 輔

濱 村  寿 紀

堀  美 穂 子

外食産業の革新とその新たな展開

ヘンリー.A.キ ッシンジャーの限定核戦争論

入会林野近代化事業について 一 広島県の場合 ―

明治地方自治体制の展開に関する一考察

民間資本ストックの地域分析    ‐

教育と人権 二1体罰に関する判例の研究 一

パレスチナ問題の展開

日韓併合の一断章

中国新間における技術革新に関する一研究

アメリカ核戦略の転換とその実態 ― 戦略防衛構想 (SDl)に関する考察 ―

地方行政と住民参加

インドネシアのニネルギー問題

筑豊産炭地の再開発過程

米の生産調整に関する一考察            ‐

虚偽論に関する一考察 一 戸坂潤をめぐって 一

戦後アメリカ自動車産業の変遷

環境アセスメントの現状と課題

下請制の今日的役割 ― メカトロニクス化への対応を中心に 一

タイにおける工業化と日本からの直接投資、繊維産業のチース

最近における我が国の小売機構の動向  その業態別動向を主として

イスラム原理主義の拾頭

大都市圏内部構造の実証分析

マレーシア経済と天然ゴム産業

フェミニズムをめぐる一考察

働く帰人と母性保護 =女性は働き続けられるか ―      ‐
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氏   名 論 文 題 目 名

社 会 文 化 三 好  良 和

山 下  弘 幸

山 田  康 博

吉 口   濃

六 田  一 博

渡 邊  智 樹

極東における米国の核戦略     ‐

最近我が国における社会資本の構造変化

ソ連核戦略に関する若千の考察 ― 相互制止の維持をめぐって

政治学における国家観の問題点

産業構造と人口に関する史的考察

タイの都市化と人口移動 ― その経済的側面 ―    ‐

行

学

報

科

情

動

若 杉  泰 至

池 本  典 世

磯 村  真 美

井 上  伸 二

牛 田  聡 史

大 木 由 香 里

片 岡  康 彦

河 相   茂

川 野  秀 夫

小 原 佐 和 子

佐 々 木 陽 子

重 木  知 子

清 水  桂 介

鈴 木   康

中 島  鋼 一

中 曽  浩 子

西 尾 智 律 子

林   光 緒

原 田  智 子

桧 垣  美 穂

平 田 た つ み

平 松  孝 之

藤 田  雅 行

藤 本  正 徳

持 田  謙 二

森 野  廣 枝

山 田 香 代 子

山 本 み ど り

米 村 あ ゆ み

終夜睡眠における脳波のスペクトル分析   ‐

気象衛星の雲画像からの風向速の算出

太陽虫の細胞融合に関する研究   ・

計算機による定理の証明についての 1つの試み

PROLOG様 言語とそのインタープリタの製作に関する研究

タッチパネルの入カデータの誤 りについて ‐

脳波を指標とした大脳半球機能差の研究 ― 刺激の種類と課題内容の効果について―

リレーショナル・ データベー不 (事務処理用)に関する研究

整数論における計算の複雑さについて

ツメガエル肝細胞の発生における形質の転換機能

ロールシャッハテス トを用いた知覚発生の類似性に関する研究

Personal Spaceの 行動的、心理的、生理的反応に関する実験的研究

自動配線プログラム

視覚弁別学習事態にはおける脳誘発電位の変化

パーソナルコンピュータによるロボット操作に関する研究

PLAのCADに関する研究

枠光周期下におけるデンショバ トの摂食活動に関する研究

眠けの日内変動 リズムに関する研究

パーソナルコンピュータによる動画像に関する研究

タッチパネルの有効利用について

前骨髄性白血病細胞における癌遺伝子の構造 ― コスミドライプラリーの調製 ―

緊急脱出行動に関する実験的研究

リーダー行動の帰属と認知の関係についての実験的研究

パーソナルコンピュータにおけるグラフィックデータの圧縮

バイオフィードバックによる心拍率制御に関する実験的研究 ― ヨ1練時間 。日数の効

果の検討 ―

ニフトリ胚強膜線維芽細胞の軟寒天中でのコロニー形成能について

対人関係場面におけるディフ■ンス・ スタイルの変化に関する研究

受け手のメディア志向と伝達メディアが説得に及ぼす効果に関する研究

不安が課題遂行に及ぼす影響についての実証的研究

環 境 科 学 小 田   久

川 口 弘 行

広 川  光 司

古 田  充 宏

山 根  満 喜

生 城  真 一

和 泉  洋 太

高野地区における地すべ り調査

チ ョウ類の性フェロモンの化学的研究

:低温度星の分光解析

西中国山地における山村の土地利用と環境認識 ― 広島県山県郡戸河内町那須を事例

にして 一

斜面放射に関する実測及びシミュレーションの比較研究

副腎皮質におけるステロイ ドホルモン生合成機構

沖積低地の洪水常襲地域における土地利用変化

ジ
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コ  ー
｀ ス 氏    名 論 文 題 目 名

環 境 科 学 岩 嶋 宏 幸

宇 都 宮 吉 治

小 林  正 興

柴 田  光 信

高 井  克 房

高 田  善 雄

滝 口 善 博

中 川   司

濱 田   隆

原   龍 一

東 山  浩 幸

福 木  充 伸

福 本   彰

堀 切   実

員 崎  博 之

三 田  耕 介

宮 崎  年 雄

本 川   修

森 野 慎 一 郎

有機太陽電池における光学的フィルター効果 :ニキシントンの拡散長および空間電荷

層の厚さの評価

液体ネオンのラマン散乱      '

都市気候に及ぼす河川水の影響に関する熱収支モデル解析

森林生態系の リン循環における植食性昆虫の役割

等角写像について

岡山県川上部川上町西部付近の中・古生界の地質および自然災害についての研究

土地条件が土地利用に与える影響

矮性オオムギの生長とエチレン生合成

温帯林の種組成・構造と遷移

尾崎地区における地すべ り調査とその考察

専門分野の形成について 一 環境科学の場合 ニ

コーシーの積分定理とその応用

液体アルゴンのラマン散乱

代数曲線における特異点の解析～ Nёtherの定理～とその応用

マングローブ植物の生育に関する生理生態的研究

ニガキ科植物の生体成分

中性子スピン・ エコー分光器の開発

光合成水分解複合体蛋白質群の同定

Analysis of Singularities of Algebraic Curves

(代数曲線の特異点の解析)

ヽ

II修 士 論 文

V

研 究 科 氏    名 論 文 題 目 名

地 域 研 究 平 松  郁 夫

山 川  欣 也

上 尾  信 也

雨 野   忍

小 平  直 行

末 永  幸 二

出 原   均

野 村 美 香 子

肥 後 本 芳 男

大 山  茂 之

八 日  典 子

林   雪 星

岡」揚

レヴィ=ス トロースの神話分析の方法

19世紀中葉アメリカ都市への一考察

-18引年 フィラデルフィア市・郡統合をめぐって 一

近代初頭の楽師組合Rollb■ derschaftの 研究

ヴァレリーの建築理論     ‐

アメリカ帝国主義成立期の外交政策 ― キューバ保護国化政策を中心として 一

徐特立研究序説

絵画の時間

ジェンダー論再考 ― 男/女の文化像 ―

アメリカ革命におけるロイヤリス ト

フランス・ ジェフリーのバイロン批評 (Francls Jeffrけ on Byron)

絵画作品における「 タッチ」

古事記の用字法の研究 ― 同一人物の同一称名における異なる用字表記について―

有吉佐和子作品研究 ― 女性像を中心にして 一

環 境 科 学 川 日  正

飯 島  祥 二

石 亀  勝 義

石 山  唯 子

ヒー トパルス法によるアカマツ林からの蒸散量推定のための基礎的研究

広島湾岸の土石流災害

太陽虫軸足の収縮力について

12GerPP散乱におけるQCD効果
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研 究 科 氏    名 論 文 題 目 名

環境科 学 板 崎 徳 禎

井 上  誠 司

今 日  隆 夫

岩 根  典 之

内 田 洋 一 朗

大 原  高 志

兼 綱  孝 紀

鎌 田  磨 人

河 村   敦

笹 谷   亨

下 島  公 紀

武 知  敬 憲

田 中 章 司 郎

永 田   浩

成 田  実 香

西   孝 子

西 中  勝 喜

新 田  陽 子

波 佐 間 正 聡

藤 岡  美 輝

ベラスゼガ ダM

町   敬 人

松 尾  克 美

松 田  方 典

充三 船

宮 城 島 浩 之

柳   雅 之

AlgOrithmic generdtion of test patterns for clrcuits with t五 state modules  トライ

ステー ト・ モジュールを含む回路のアルゴリズム的テス ト生成法

リポソームに組込まれた副腎 ミクロソームステロイ ド水酸化電子伝達系の反応機構

超流物4H eの ラマン・ スペクトル構造

点集合からグラフを抽出する一手法

土地条件と浸透能の差違が斜面形に与える影響

カボチャ幼植物中に存在するサイ トカイニンの定量法の検討

広島市における逆転層の特性 とそのメカニズム及び要因分析

カフトンボ雄 2型の配偶戦略    ,
デンショバトにおける行動のサーカディアンリズム ー 照度とオペラント強化スケジュー

ルの効果 ―                       ‐

X線小角散乱による強誘電性液品の研究

沿岸域における重金属の分布と挙動

酵母ベルオキンソーム系遺伝子の多重性に関する研究

拡大都市圏における社会環境変化が生態系に及ぼす影響について

比熱による希土類金属間化合物RM■ 2の研究

論理式変換による推論システムの研究

原生動物太陽虫の膜の電気現象

高密度物質の熱力学的性質の理論

溶媒抽出 ― 誘導結合高周波プラズマ発光分析法の研究

骨髄性白血病細胞の分化誘導機構についての研究

トリ胚強膜線維芽細胞が無蛋白条件下で分泌するオー トクリン増殖因子の抽出とその

性質

BIOCONCENTRATION OF HEAVY METALS IN CULTURED OYSTER

(養殖カキの重金属濃縮)

EuSe[一 xSxの磁性

熱収支法による西条盆地アカマツ林からの蒸発散解析

土砂災害防止に関する基礎的研究 ― 昭和∞年 6月 豪雨による広島県東部の災害につ

いコ[ ―

ランドサットMSSデータ解析のためのプログラム開発とその応用 ― 江田島山火跡

地の植生遷移の解析 ―

.平面図形の離散処理法  :
レーザーパルス・ フォトリシスによる光合成水分解系電子移動過程の解析

プ

V
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8.ワ 86総 科カレンダT
編 : 集  部

Welcome to the Faё ulty of lntttrated Arts&Sciences.総 科にはたくさんの行事があります。五

月病になっている暇などない、ぐらいです。 1年生は積極的にこれらの行事に参加しましょう。きっとい

い事があ りますよ。

E4月 ]

○入学式           [
おめでとう。今日から君も総科の一員だ。Good Luck

For Your Future!

○ガイダンス

教官によるものと学生によるものがある。総科を知

り、大学生活の上でも参考になるので是非参加 して

下さい。

○コース決定 (2年 )

ついにコース決定。泣き笑い様々。 1年生諸君には

外国語コースが新たに加わります。 1年間じっくり

考えてから決めた方がいいかも…。

O前期聴講受付 (2週間)

時間害Jり は自分で作 ります。わからないことは優 し

い先輩方に聞きましょう。この頃、奨学金や授業料

免除の案内があるので注意しておくこと。

○オリキャン (4月 26,27日 )

宮島での楽 しい2日 間。全学行事なので、この機会

に他学部にも友達の輪をひろげよう。よくあること

なんですが、必ず何組かカップルができるのです。

[5月 ]

○新歓 コンパ

1年生をあたたかく迎える楽しい宴会。酔いつぶれ

るのもいいでしょう。
｀
安芸の国

″はいやでも覚える

ことになるので早めに習得しましょう。

○春期 ソフトボール大会

総科行事の決定版 !こ のときばか りは上下の関係な

く、全員の眼が血走 ります。そのあとの打ち上げは

絶品。プロレスあり、歌あり、何でもありの無礼講。

○教育実習 (4年 )

広大附属福山中、高等学校で行ないます。何事も経

験です。行きたい人は教育専門科目 (2年から)を
取 りましょう。    :
[6月 ]

○家庭教師ガイダンス

学校で斡旋を受けたい人は行って下さい。たぶん、

大学の厚生課前に情報が出ると思います。

06月 祭

森戸道路にはたくさんの露店。総科生も店出しして

ヽヽ一／０
■

一
　

ヽ

も

この機会に一旗上げよう。

○総科創立記念 日 (6月 7日 )

12歳の誕生 日。でも休み じゃあ りません。

[7月 ][8月 ]

○夏休み (7月 11日 ～ 9月 4日 )

やってきました。お待ちかねの長 γ い夏休み。有

益な使い方を しよう。ただ し、夏休みぼけは早めに

直 した方が後 々得するで しょう。

[9月 ]

○前期試験

1年生には不安の種で しょう。 このときばか りは皆

さん勉学に打ち込む しかあ りません。なぜか ■ピー

機に人が群がるんです よね。

[10月 ]

○秋休み (10月 1日 ～14日 )

試験休暇。試験中、がんばった人もがんばれなか っ

た人もゆっくり休みましょう。

○成績発表

花 より団子、Dよ りC?でも、D取 って青ざめてい

るうちが花6な こん.も 感 じんようになったら…。あ

あ、憂 ううの波が押 し寄せる。

○後期聴講受付   ‐ ||
前期 と同 じ事ですが、|こ のあた うか ら5コ マめが出

現するのが魔可不思議。厳寒の 1コ マロはきっぃ !!

[11月 ]

○大学祭

大学最大のイベン`卜 よこの 3日 間はお祭 り騒ぎです。

映画・ 店出 し・ コシサニ ト。さて、あなたは何に参

ちと,と
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菅表曇すぢlT整芳臭曇
中||■゛

'71101今回は事務と教官オームが加わり、ますます熱い戦
いが繰 りひろげられます。4年生は燃‐えています。

社文のみんな、そろそろ本気だそうぜ…。

[12月 ]

○冬休み (12月 21日 ～ 1月 7日 )

猫はこたつで丸 くなる、ように過 ごします。

[1月 ]

○コースガイダンス

1年生対象の最後のガイダンス。これを聞いたあと、

コース希望最終決定を下 します。

○卒論締め切 り (4年 )

この時期t4年生に近づかない方がいい。からまれ

ますよ。

[2月 ]  |    :
○後期試験    ‐

前期の雪辱を果たそう。成績発表は 4月 です。

○卒業祝賀会

みんなで卒業生を祝 う会。あたたかく見送ろうでは

ありませんか。お世話になりました。

[3月 ]

○卒業式

あおげばとお二とし、わが師のおん。社会人になる

人も、院に進む人もお元気で !別れとはやは りつら

いものです。涙、涙の卒業式。

○春休み (3月 1日 ～ 4月 8日 )

次の学年に向けて充電しないとしぼむぞ。旅行した

りするのもいいでしょう。 4月 まで So Long!

くその他の行事〉

○文化バス

ー般教育の学生対象ですが、誰で も参加で きます。

詳しくは厚生補導係まで聞いて下さい。 (春・ 夏・

秋 1回ずうの予定。)

○フェニ ックス駅伝

体育会主催の駅伝大会。広大―呉を往復 します。学

部長杯 もあるので、チームを作 って総科の皆様 もが

んば りま しょう。      ‐

(文責 野田啓三 )

ジ

W

●特別付録 総科 安芸の国

―.比処は安芸の国 広島の街 よ

広島の街なら 大学は広大

三.広大来るなら 総科に しゃんせ

夢あ り希望あ リ コンパあ り

三tコ ンパばか りで過 ごしはせぬが

酒飲みゃ 友達増えてい く

四.友達増えても恋人は出来ぬ

それが総科に来た誤算

|五 .ゴサ ン ゴサンと我等を呼ぶな

誤算は進歩の母な りき

_ 六.父 ちゃん 母ちゃんを故郷に残 し

や ってきました安芸の国

七.秋も深ま り 霜月の初め

我等の力を試すとき

八.我等の力に果てはない

我等の心にや 恥 もない

九.恥 も外閲 も忘れて動 く

それが総科の旗印

十.広大総科は世界にひ とつ

[貝[綾黛1際総暑重C鳳…う
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後

変貌 しつつある総科を特集。だが、総科=大衆食

堂 とい う説 一 味は落ちるが何でもそろ う 一 もあ

る。器の変化は、中身の変化を もた らすだろ うか。

(広報委員 小野 寛晰 )

臭いものに被せ られた蓋、どれだけ密かに取 った

か。その危 うい手際 こそ、 〈公〉報誌を編む者の快

楽だろ う。 この快楽を忘れたら、 〈公〉抜きの情報

誌か 〈公〉を編る御用雑誌に、なっちまう。でもし

んどいんだ よね～そんなこと。喧嘩 と眠れぬ夜が続

くからね。 こんども日和 ったような気がする。 ゴメ

レ/。 (広報委員 古東 哲明) 期待下 さい。

『飛翔』の学生編集委員は孤軍奮斗の感があ りま

す。総合科学部生はもっと本誌をもり立てて下さい。

(広報委員 清水 昭俊 )

総合科学部生の独創性を結晶化 した『飛翔』。時

代を先取 りしようとする姿勢が今回の特集にもよく

表われているようです。(厚生補導係 宮城 勝彦)

私は愛 される後輩に………な りたい !

(小笠原 弘明 )

テープ起こしにあれだけ時間を食 うとは思わんかっ

た。              (青 山 幸樹 )

本当にいろんなことがあった 1年間で した。合格

発表の 日が昨 日のようだけど、私 ももう立派な総科

生です ???わ ―い。      (鈴 木 美緒 )

いつになったら私は、 うちの ワープロと、以心伝

心の仲になれるんだろ う……。  (藤 本 貴子 )

藤原が負けた。 しか し、前田の理論、ものの道理、

現状を超越 した猪木へのハイキ ックー発は
｀
若い″こ

との普遍的価値を改めて見るものに知らしめた。な

んの こっちゃ。 (吉田 雄一郎 )

ホームラン打てる外野にな りたいです。

(向 山 敦子 )

第30号 (記念特大号 !)を 目の前にしてひたす ら

感無量。特集のタイ トルである「新たなる発展Jは
この『飛躍』についてもあてはまります。第31号 に

向け編集部は「新たなる飛翅Jをお約束 します。 ご

(海堀 修 )

総科の中では、自分に厳 しくないとぬるま湯にどっ

ぶ り漬 って しま う。 自己満足で もいい、何かに
｀
熱

血
″
を感 じてほ しい。号1退 間際の捨てゼ リフを残 し

て、僕はアメリカヘ と旅立つので した。

(野田 啓二 )

『飛翔』No30を 出すにあたっては、外国語 コース、

社会科学研究科の諸先生方をは じめ、多 くの方々か

ら投稿、インタビューなどのご協力を得ました。 こ

の場でお礼申 し上げます。

なお、自由投稿、イラス ト、写真など常時募集 し

てお ります。自己主張 したい方、日立ちたい方、自

分の字を活字に してみたい方などどなたでも構いま

せん。厚生補導係又は、下記の編集委員までお願い

します。

W

『飛翔』 編

58年度生  海堀  修  野田 啓三  古川 哲史  向山 敦子

59年度生  田中  誠  吉田雄一郎

60年度生  青山 幸樹  小笠原弘明  鈴木 美緒  藤本 貴子

なお、編集にあたっては、広報委員会の『飛翅』担当、小野寛晰、清水昭俊、難波紘二、

古東哲明の各教官、および事務官、宮城勝彦の方々の協力を得ました。
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